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平成29年度輸出戦略実行委員会 物流部会 検討内容

●今後の課題

① 各地でのセミナー等を活用した「農林水産物・食品輸出の手引き」の周知・物流技術の普及

② 鮮度保持や衝撃対応等の物流に係わる技術の継続的な収集・普及

●目的

•青果物・鮮魚等の生鮮品の輸出物流コストの低減を図るため、海上輸送を可能とする鮮度保持技術の開発が進められている。一方、
物流コストの低減には、技術に加え、複数の輸出者による連携や多品目・複数産地の混載等、貨物を集約する取組が不可欠である。

•物流部会として、物流会社が主体となって議論可能な課題として、「物流技術の普及に関する課題」・「小ロット混載の物流コスト低減」・
「EU向け輸出の輸出品・輸送手法の整理」等の調査・検討が必要である。

●検討内容・結果

１．手引きの更新（新たな取組/技術の収集、利用状況の調査）

•手引きに輸出に関する取組事例(物流会社による輸出支援、協同輸出の取組)や新技術を収載し、物流技術の普及に関する課題
の整理を行った。

•混載輸出の事例収集に関しては、各事業者の自助努力で蓄積したノウハウであり、外部公開を望まない事業者が多数であったため
掲載を見送ることとした。

２．物流会社・商社における輸出に係る課題調査

•物流会社・商社等へのヒアリングを通じ、物流コストや昨年度で議論された商流構築に関する課題等広範な課題の整理を実施した。

3． EU向け輸出の有望品目調査

•EU向けの輸出品について、財務省貿易統計の海上・航空輸送比率や物流会社・商社ヒアリング、輸出に取り組む事業者のプレスリ
リース等を元に整理した。

•EU向けの海上小ロット混載(LCL)による青果物の輸出は、商流・鮮度保持の問題に鑑みて難易度が高く、現時点では、主に日本
酒等の加工食品の混載輸出が中心であることを確認した。
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●検討内容・結果
今年度の部会では、昨年度の部会で残課題となった、①「卸売市場を活用した輸出戦略」等に係る取組状況/課題の継続確認、②JETROの情報等の共有、
③卸売市場関係者が海外展示会等で使用できる商談シート等の作成を実施。

①【卸売市場を活用した輸出戦略】等に係る取組状況
• 【現地情報等の取得サポート】開設者である成田市や京都市は、海外調査等を実施した上で、市場関係者へのフィードバックを実施。その他、卸売業者が

仲卸業者/農協/生産者に海外情報やニーズ情報を提供し、輸出取組をサポートする事例も多数。

• 【販売開拓の推進】卸売業者が海外バイヤーの招へい(産地の視察を併せて実施)及び海外展示会への出展等を実施している。成田市は海外の卸売業者
との連携強化を推進している。また、愛知豊明花き地方卸売市場では、インターネットを活用した日本産花きの提案システムの構築を進めている。

• 【輸出手続きサポート】成田市公設地方卸売市場は、市場内で産地証明の発行、検疫、通関を実施予定。すでに市場内で植物防疫官が出張検疫を実
施している市場も複数存在する。

• 【大ロット・鮮度保持・混載輸送推進】大阪市中央卸売市場東部市場・京都市中央卸売市場第一市場では鮮度保持に関する実証実験を実施し、大田
市場においては青果物・花き・水産物の混載輸送を実施した。

• 【代金決済リスクサポート】具体的な取組については、今後検討予定。尚、貿易保険等の利用が検討されている。

• 【海外バイヤーへの卸売市場施設の開放】海外バイヤーが直接卸売市場において取引している例は少なく、主に仲卸業者等から商品を購入している。また、
海外バイヤーは検品/商談のために、年に２、３回程度訪問している市場が多く、常時常駐している事例はない。年に数回、海外バイヤーを招へいし、市場/
産地の視察を行っている市場も存在する。

• 【コンテナヤード等の整備】愛知豊明花き地方卸売市場は昨年度、既存施設内に輸出向けの保冷庫・空調設備を設置。輸出向けにも対応するため、大
阪鶴見花き地方卸売市場では荷捌き施設/加工施設等の整備が見られる。また、大田市場近くに、生鮮物輸出専用センターを開設。成田新市場に関し
ては、高機能物流拠点棟設置に向けた検討が進んでいる。

②JETROの情報等の共有
• 農林 水産物・食品の輸出に向けたJETROの支援内容を整理した上で、卸売市場関係者に共有。

③卸売市場関係者が海外展示会等で使用できる商談シート等の作成
• 海外バイヤー向けの共通のガイドブック作成は難しいとの意見を踏まえ、卸売市場関係者が海外展示会等で使用できる商談シート等の作成を実施。

●今後の課題
① 引き続き、「卸売市場を活用した輸出戦略」等に係る取組状況/課題の確認及び共有を行う。

平成29年度輸出戦略実行委員会 卸売市場部会 検討内容

●目的
卸売市場部会では、H27年度にとりまとめた「卸売市場を活用した輸出戦略」に係る取組状況を確認・共有し、課題の洗い出しを行うとともに、「農林水産業の
輸出力強化戦略」に基づく卸売市場の輸出拠点化の実態を共有するとともに今後の課題をとりまとめる。
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平成29年度輸出戦略実行委員会 ハラール部会 検討内容

●今後の課題

① 事業者がハラール認証の取得やハラール食品の輸出に関心を持っても、ハラールに関する「正確な」情報の不足が課題となることがある
ため、これまでまとめた「手引き」や調査等の成果を周知する。

② インドネシア、アラブ首長国連邦（UAE）など制度の移行期である国があり、今後も情報を収集していく。

●目的
輸出拡大を図る上で、マレーシア、インドネシアや中東などイスラム圏への食品輸出に取り組むことは重要である。そのため、ハラールの取組
にかかる課題・事例・各国事情実態等を整理・検討し、ハラール認証取得、輸出の成功事例創出につなげるための議論を行う。

●検討内容・結果

• ハラール食品輸出に向けた「手引き」の更新（国内認証団体に関する情報追加）

 JAKIM公認団体が２団体から６団体へ拡大するなど、国内におけるハラール認証団体の増加が見られる中、国内事業者のハ
ラール認証取得のきっかけとなる情報を提供することを目的に、ハラール認証団体の基礎情報・認証動向等に関するヒアリング調
査を実施し、「手引き」を更新。


